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講演レポート

高解像度映像が実現する
高コストパフォーマンス

MOBOTIX JAPAN　代表取締役
戸田敬樹氏

MOBOTIXは、ドイツのネットワークカメラメーカー。古く

からメガピクセルに対応し、録画システム内蔵している監

視カメラを提供している。講演を行ったMOBOTIX JAPAN

代表の戸田敬樹氏は、アナログカメラ業界で議論されているネット

ワークカメラのネガティブなイメージについて、講演の冒頭で説明を

行った。

同氏によれば、ネットワーク帯域やストレージ容量が圧迫され、機

器やネットワークに負荷がかかるため多くのカメラを監視できなかっ

たり、カメラやレンズなどの機器が高価になるといったことが、アナ

ログカメラ業界で考えられており、それは、ネットワークカメラへの

間違ったイメージであるという。｢これらは全くの誤解｣だと戸田氏は語

る。

｢そもそも監視カメラ選択において重要なことは、アナログかIP(デジ

タル)ということではない。低解像度か高解像度かということ。高解像

度なメガピクセルの画像は、アナログでは実現できない｣と戸田氏は説

明を続け、高解像度を得るにはネットワークカメラをすべきだと強調

した。

しかし、細部の確認は不要だという理由で、メガピクセルカメラで

はなくアナログで十分というユーザーがいるのも事実だ。この点につ

いて、戸田氏は、｢メガピクセルカメラでは、同じアングルで細部が映

せるだけでなく、引いた映像で広い範囲を１台でカバーできる。この

ため、アナログよりもカメラ台数を減らせ、コスト削減にもなる｣と

語った。

この例として、戸田氏はセルフ式ガソリンスタンドの給油場所で

の設置例を紹介した。このガソリンスタンドでは、利用者の不正利用

などを記録するために、利用者と車のナンバーを記録しているが、ア

ナログカメラの場合では、４つの給油スポットそれぞれにカメラを設

置する必要があった。しかし３メガピクセルのネットワークカメラに

１台に換えることで、すべての給油スポットを１画面に収めることが

可能になり、必要な際にナンバーをデジタルズームすれば済むように
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MOBOTIX AGはドイツで1999年に設立さ
れたネットワークカメラ専業メーカーである。
同社は、メガピクセルCMOSセンサによる高
画質と堅牢なハードウエア、ネットワークカメ
ラ用音声付き動画コーデックのMxPEGを開発
し、また独自の設計思想による録画システムを
構築するなど、ネットワークカメラの技術分野
でのリーダーとして世界中から高い評価を得て
いる。会社設立からわずか10年という短期間
に、IPネットワークカメラ市場の占有率で欧州
では第２位、世界では第４位という地位を築い
ている。同社は長年この分野でメガピクセルカ
メラを一貫して設計製造して、現在では高解
像度ビデオシステム市場での世界的リーダー
としての地位も確立している。また、ビュー
ワーソフトウエアのMx Control Centerは、
MOBOTIXネットワークカメラのライブ画像や
録画画像をより容易に表示し、ブラウザよりも
スムーズな表示を可能にしている。同ソフトウ
エアは、MOBOTIX製品を購入すると無償で提
供される。

MOBOTIX JAPANは、K.J.フェローが運営す
るMOBOTIX社製品の日本総輸入販売代理店で
ある。2004年からMOBOTIX AGの日本パー
トナーとして、MOBOTIX社製品によるシステ
ム構築、同製品に関するテックサポートやメン
テナンスを高い技術力で担当している。
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なった。画面の上部(空)と下部(地面)

をカットし、画面の中央部分だけの横

長の映像を記録し、さらに不要な部分

をマスクしたことで、従来の４台のア

ナログカメラと同等もしくはそれ以下

の帯域で済み、ストレージ容量も節約

できたという。

次に戸田氏は、半球レンズを採用

し360度を映せるメガピクセルカメラ

｢Q24｣を紹介した。魚眼レンズを搭載

しており、部屋の中央に設置すること

で、部屋中を映すことが可能になると

いう製品だ。３メガピクセルの解像度

があるため、魚眼レンズによる画像の

歪みを補正しても、通常のカメラと同

等の映像を得ることができ、デジタル

ズームでも鮮明な画像が表示できる。

モーター駆動部分がないため、故障要

因が少ないという特徴もある。

戸田氏はGDSF会場の見取り図を示

し、｢この会場を通常のカメラで監視

する場合は７台が必要になり、死角も

生まれる。しかし、Q24だと２台で済

み、死角も無くなる｣と説明した。Q24

を壁に取り付けると、左右180度、天

井から足下を見渡せるようになる。こ

の導入例として同氏は、ドイツのコン

ビニに設置されたカメラ映像を表示し

た。

続いて戸田氏は、同製品のコスト

パフォーマンスについて、４つのポイ

ントをまとめた。１つめは、高解像度

であるために広範囲をカバーできるこ

と。２つめは、半球レンズで全体をカ

バーできること。これらによりカメラ

の設置台数を減らすことができる。３

つめは、カメラに録画システムを内蔵

することで、NASを使ったローコストな

システムを構築できること。NASを記録

装置に使えば2TBでも10万円以下とな

る。なおカメラで使用する録画ソフト

ウエアは各カメラに内蔵されており、

ビューワソフトは無料ダウンロードが

可能だ。４つめには、PTZがデジタルで

行えるために、可動部分がなくなり、

故障が減ることを挙げた。

最後に戸田氏は、｢今後の監視システ

ムは、録画システムを搭載したメガピ

クセルカメラと、安価なNASで構成され

るようになる｣と語り講演を締めくくっ

た。


